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-【解説】全国大会イベント「2025年実施の大学情報入試への展望」の報告-

ARTICLE

小宮常康　　佐藤　喬
電気通信大学　　   東京都立産業技術高等専門学校

全国大会イベント「2025 年実施の大学情報入試
への展望」の報告

イベント企画「2025 年実施の大学情報入試へ
の展望」の概要

　高校では 2022 年度から必履修科目「情報 I」の学習

が始まり，情報教育の充実が図られる．それに基づ

いて大学入学共通テスト「情報」が加わる方針が示さ

れている．そこで，本会第 83 回全国大会で開催さ

れたイベント企画「2025 年実施の大学情報入試への

展望」（2021 年 3 月 20 日にオンライン開催，全体司

会は國學院大学の高橋尚子氏）では，情報教育と情

報入試について，これまでの動向と最新情報を提供

し，これからの大学情報入試へ向けた展望を議論し

た．本稿では，本イベントについて報告する．

　なお本イベントの模様はニコニコ動画で閲覧でき

るほか，講演内容を文字起こししたページ 1）もある．

まず 6 名による講演があった．

 講演1「『情報』入試導入の必然性」
講演者：村井　純氏（慶應義塾大学，デジタル改革関

連法案ワーキンググループ座長）

　世界中でデジタルトランスフォーメーション

（DX）が急激に起こっている．日本では，2016 年に

官民データ活用推進基本法ができ，ディジタルデー

タをきちんと使っていこうとなった．この「ディジタ

ルデータ」には，コンピュータから発生する計算結果

だけでなく，センサのデータや位置情報等あらゆる

データを含み，あるいはそこにもっと別の技術が重

なってくる．すべての人がディジタルデータを使う

時代では，コンピュータサイエンス（CS）はすべての

人のための CS に変わり（コンピュータが特別なもの

だった時代の CS は，自分たち CS 研究者が使うコ

ンピュータを良くするための学問であるかのような

ところがあった），社会受容性や信頼性，悪用されず，

良い使われ方は何かなど，そういうことまで CS の

学問の中で，あるいは教育の中で考えていかなけれ

ばいけないことになる．

　それに従って 20 年ぶりに IT 基本法から何から全

部変える準備をしてきている（デジタル改革関連法

案）．根本的な概念の一部が 20 年前と変わっている

ものもあり（オープンで透明で国民への説明責任を

果たして，すべての人がアクセスでき，安全，ロバ

ストで，社会課題を解決する基盤であり，国際貢献

もして人に優しいディジタル化），インフラを整備し

ようという価値観だけではなく，人間を中心とした

価値の提案も強力に加えている．

　20 年ぶりに変わる IT 基本法☆ 1 の元の提案では，

情報アクセシビリティ，置いてきぼりをつくらない，

テクノロジーの善用を理念とした．「置いてきぼり

をつくらない」の意味は，全員に（先に述べた新しい）

CS を分かってもらうには得意な人が不得意な人を

支える社会でなければ無理ということだ．つまり，

自分が力をつけるだけの学習ではなく，自分の持っ

ている理解で他人に支えられるような情報教育をし

なければならない．

☆ 1  デジタル社会形成基本法のこと．2021 年 5 月 12 日に成立．執行は今
年（2021 年）の 9 月．
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礎として，社会学，経済学，経営学などの分野を融

合する，いわゆる学際の教育と研究をしており，グ

ローバル言語として英語はもちろん，情報も必要だ

と考えている．そのため，入試の範囲に，数学 B に

含まれていたプログラミングを入れた．多くの大学

では，数学 B のプログラミングを入試の範囲から

除いていたため，当初はさまざまな意見が寄せられ

たが，徐々に浸透していった．問題の構成は，大問

3 題で，大問 1 が小問群，大問 2 がプログラミング

の問題，大問 3 がシミュレーションの問題としてい

る．基本的なスタンスとして，各社から出版されて

いる教科書に載っている内容のみで構成し，教科書

に載っていない内容は出題しない．

　現在，情報科目の受験者数は，ほかの科目と比べて

極端に少ない．大学入学共通テストで情報が導入さ

れ，それに伴って情報科目の受験者数も増えることを

期待している．高校での情報科目の授業を Microsoft 

Office 製品を使うような内容だけではなく，もっと教

科書の内容に沿ったものにしていただけると，駒澤

大学の情報入試の問題にも取り組みやすくなると思

われる．また，近年教科書のバリエーションが増え

 講演２「大学情報入試動向と情報処理学会の活
動履歴」

講演者：筧　捷彦氏（東京通信大学，情報処理学会情

報入試委員会委員長）

　筧氏から紹介された，情報入試の動向と情報入試

委員会による本会としての取り組みを表 -1 と表 -2

に挙げる．表 -2 は「共通テストに新教科『情報』」の

ニュース報道（朝日新聞 2020 年 10 月 22 日）を受け

てからの活動である．

　すべてが順調に進めば（過去の歴史を踏まえると）

次のように進むだろう．

 • 今年度中に大学入試センターから具体的案提示

 • それを受けて文部科学省が 2021 年 6 月〜 8 月頃

に実施方針を提示

 • 2022 年 4 月からは全生徒が情報 I を学び始める

 • 大学は 2022 年中には共通テスト適用の具体案を

公表

 • 2025 年 1 月に共通テスト実施

 講演３「大学情報入試の舞台裏」
講演者：平井辰典氏・吉田尚史氏（駒澤大学）　

　グローバル・メディア・スタディーズ（GMS）学部

を 2006 年に設置した当時は，2 科目受験を実施し

ており，必修科目は英語，選択科目は国語，世界史，

数学としていた．GMS 学部では，英語と情報を基

 • 試作問題が大学入試センターから配布された
のでそれを早速検討し，（改善点は残るものの）
4 分野を満遍なくカバーした適切な出題だと思
う，という意見を表明

 • こうした動きを広く知ってもらう活動を展開
- 「コンピュータと教育研究会」の 158 回目の

特別セッション（一般公開）
- 2021 年 8 月に開かれる FIT2021（第 20 回

情報科学技術フォーラム）で同様の公開セッ
ションを企画中

 • 本会からの発信の仕組みも活用
- 「情報入試委員会は『情報入試』をこう考え

ます」というコラムページ 2）を作成（さまざ
まな意見や疑問に対する当委員会の考えを
紹介）

- 本会の note の中で情報入試問題の例題を取
り上げて解説 3）

 • 大学入試センター試験での「情報」出題の提言，
未来投資会議の議論における，大学入学共通テ
ストに情報を入れる方針に賛成する意見の表明
など

 • 2003 年の教科「情報」設置以来，毎年秋に『高校
教科「情報」シンポジウム』（ジョーシン）を開催

 • 2022 年から実施される情報 I（全員が必履修）
の指導要領の 4 分野に対応した入試問題の試案
を作って紹介

 • 大学入学者選抜における評価手法の委託研究
（2016 〜 2018 年，文部科学省）の「情報」ユニット
（大阪大学が受託）を東京大学とともにサポート

表 -1　本会の取り組み

表 -2　ニュース報道以降の活動
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たことにより，どの教科書にも載っている共通項が

狭まってきているため，出題パターンを増やすため

にも絶対教えなければならない内容が増えることが

好ましいと考えている．今後の学習指導要領改訂に

ついては，教科書の内容を勉強していれば解けるよ

うな問題を出題する方針を維持して対応する．

 講演４「情報入試への展望～高校からの期待～」
講演者：福原利信氏（都立立川高等学校，東京都高等

学校情報教育研究会副会長）

　情報入試のスタートは，「ものさし」が導入されるこ

とだと考えている．これまでの 20 年間，諸先輩方が

教科「情報」について努力をされてきた．ただし，学

習指導要領を改訂して，教える内容を示しても，そ

れを測る「ものさし」がなかったため，教科「情報」を教

える先生方は，目の前の生徒の興味・関心のある分野，

または先生方の得意とする分野に時間をかけて教え

られていたのではないかと思う．情報入試がスタート

すると，学習指導要領の内容をどれだけ理解し，定

着しているかを測る，1 つの手段が私たちに示される

のだと思う．ただ，情報入試が生徒の理解や定着を

測る万能の「ものさし」ではない．なぜなら，ペーパー

テストでは測ることができない学習内容もあるから

だ．作品を作成したり，実習で身に付けた実践力を

授業内で評価することもとても重要である．

　4 年後に共通テストに情報が入るが，この 4 年

間で少しでもできることを 4 つ提案する．1 つ目は，

情報科の先生方が集まる研究会が全国的に組織さ

れて，全国大会に参加される先生方が増え，情報

交換がより活発に行われてほしいという希望であ

る．2 つ目は，「情報」の部活動の振興で，高等学

校文化連盟に「情報」が新設され，部活動が盛んに

なってほしいと思っている．3 つ目は，教員の定

数についてである．情報が共通テストに入り，こ

れまで以上に内容が問われるようになる中で，専

任教員を配置できるような，新たな制度，または

特別な措置などがあるとよいと思っている．最後

は，情報関連企業や大学，研究機関など，さまざ

まな方からの応援をいただいて，教科「情報」の分

野が充実することが，日本の発展に寄与するので

はないかと考えている．そして，高校生がさまざ

まな方のサポートをできるように育てていくこと

が，高校の教員に求められているのではないかと

思う．今回の情報入試が，スムーズに進んでもらえ

ることを期待している．

 講演５「大学情報入試の社会実装において大切
なこと」

講演者：井上創造氏（九州工業大学，大学入試セン

ター試験「情報関係基礎」の元作題委員）

　情報入試は，高校生も先生も不安だと思う．「情報

関係基礎」☆ 2 の問題を作る側も不安だった（何を問い

たいか誰も知らない状況だったため）．

　情報関係基礎の問題で，予想より点数が良い問題が

あった．多分，（ハフマン符号化の問題であるが「ドレ

ミ」の曲の問題としたため）とっつきやすかったためと

思われる．情報が苦手な人はアレルギーがあるだけで，

とっつきやすさが大事なのだと思う．思考力の問題は

いくらでもとっつきやすくできるが，知識の問題はそ

れができない．とっつきやすく感じない原因には，知

識の不足もある（よって知識も大事だ）．

　情報分野は内向きにやっていること（楽しんでいる

こと）がいつの間にか外向きに役に立つことがある分

野なので，ぜひ楽しそうに教育・研究をやってほしい．

 講演６「多くの大学で情報入試が実施されるた
めに─初等・中等教育の視点から─」

講演者：村松浩幸氏（信州大学，日本産業技術教育学

会会長）

　情報入試から先を広げていくためには，その前段

☆ 2　1997 年から続くセンター試験／共通テストの科目「情報関係基礎」
（2025 年に教科「情報」が採用されれば廃止予定）の問題には，共通テ
ストの教科「情報」の試作問題と類似するものもあり，情報関係基礎の
過去問も参考になるだろう．マークシート方式ながら，思考力を問う
良問が出題されてきたことがよく分かる．過去問は，情報入試委員会
によるアーカイブ 2）に豊富に揃っている．
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では成り立たない．知識だけを問うとなるとどこ

の大学も受け入れないと思う．どちらもうまく取

り入れたデザイン，出題の仕方，範囲の選び方が

大事．

村井　アドミッションポリシーから言えば，受け入

れ側が決めること．アドミッションポリシーで決

めていけばよい．

福原　（高校としては）しっかりと教科書の内容を勉

強していれば共通テストである程度の点数が取れ

るように学習指導要領から出していただきたい．

多くの人が学ぼうと思ってくれて，情報が好きな

子が増えるとよいと思っている．

辰己　高校入試に情報がないのはなぜ？

村松　いろいろな教科の入試問題を見ると，情報を

読み解く問題が非常に増えている．いろいろな情

報源にあたって考えるような，いわゆる PISA ☆ 3

型の問題が増えてきているので，情報という科目

として設計できたらベストではあるが，情報教育

とか情報活用能力が非常に大事だという認識が少

しずつ広まっていくように思う．

村井　複数の高校をクロスアポイントメントで回る

ようなことは可能か？ そのような形で高校の情

報の教師を県で共有すると情報教育のために良い

ことは起こるか？

福原　1 つの学校にたとえば 8 時間しか授業がなく

ても，8 時間でいいから専任の先生を付けるべき

だ．その方がいいことが起こる．それ以外の時間

が，たとえば 18 時間持つなら，あとの 10 時間

はほかの教科をサポートしたりとか，生徒のこと

を見たりとか，研究を進めたりとかそういうこと

ができるので．持ち時間が少ないからその学校に

専任がいないという仕組みをなくす方が先．

辰己　多くの大学で情報を入試の評価対象に加える

にはそれぞれの立場で何ができると思われるか？
☆ 3　OECD 生徒の学習到達度調査．

階である小学校〜高校までの情報教育が大事である．

　中学校の技術・家庭の技術分野の 1 つが情報の技

術．中心的な内容は，「ネットワークを利用した双方

向性のあるコンテンツのプログラミング」と「計測・

制御のプログラミング」であり，すべての中学生が学

ぶ．後者は 10 年前から必修化されており，実は世

界に先駆けている．単にプログラムを作るだけでな

く，身の回りや社会の問題解決に軸を据えている．

　小・中学校では，「GIGA スクール構想」により，

1 人 1 台の端末でネットワーク環境も整備されつつ

ある．一方で，授業展開が難しく授業時間数が少な

い問題がある．小中高校ごとにやるのでは限界があ

る．それを越えてお互いを支え合い，その軸に本会

をはじめ関係諸学会，産学官と連携することが大事

である．

パネル討論

　放送大学の辰己丈夫氏の司会のもと，先の登壇者

のうちの井上氏，村松氏，村井氏，福原氏の 4 名で

行われた．以下では特に興味深かった話題について

紹介する（図 -1）．

辰己　教科書に載っている問題，高い思考力を問う

問題，どっちを取るべき？

井上　思考力を問う問題でいいのであればたぶんど

この大学も採用すると思うが，実際にはそれだけ

図 -1　パネル討論の様子
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村井　欲しい学生を教育するカリキュラムを大学で

用意するのか，それとも高校で担ってその力を

持ってくることを期待するのか，これが入試のコ

ントロールになるはず．どんな人が欲しいかとい

う議論が熟すことこそ入試に対するバイアスがか

かることだと，大学の教員はそういう考え方をす

べき．

福原　高校の情報の授業がやりたい放題だった 20

年間が，情報入試が始まることである程度終わる

のではないか．共通テストを受けない高校生も含

め，いろんな子たちに良い影響がでてくると思う．

村井　どういう領域の知識を複合的にどういう力を

つけてもらいたいか，その辺りの議論をし続ける

ことが重要．その場が，本会などで必要だ．

村井　内閣総理大臣がトップのデジタル庁がで

き☆ 4，ディジタル化を加速する仕掛けができる．

少なくとも COVID 禍での DX を思うと，ビジョ

ンや夢は捨てたらいけないという思いがある．こ

ういう機会にやらなければいけない．2021 年は

みんなで議論をして体制を作り広げるときだ．

大学情報入試の不安と期待

　高校で情報をどのように教えるかや，情報を教え

る教員の専門性など，高校の教育現場状況の懸念も
☆ 4　設置法が 2021 年 5 月 12 日に成立．

ある．この話題は今回のイベントではあまり取り扱

われなかったが，それに関しては情報科の教員であ

る井手氏による記事 4）を参照されたい．

　たしかに課題はいろいろとあるだろうが，大学情

報入試が導入されれば小中〜高大〜社会間の相互作

用が強く働き，各方面で情報への取り組みの加速が

期待できるのではなかろうか．日本の情報に関する

力が向上することを願う．その結果として，若い人

たちの進む道の選択肢として情報分野の存在感が増

してくれたらと思う．
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